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成果公開有償利用

B細胞の抑制性共受容体CD22の機能制御における糖鎖リガンドの役割の解明

FACSAriaIII

CD22欠損マウスやCD22糖鎖リガンドの生合成に必須の酵素であるST6GalI欠損マウス、CD22のリガンド分子の一種であるCD45欠損

マウスから脾臓B細胞を精製してカルシウム指示薬Indo-Iで染色したのち、定常状態やB細胞抗原受容体架橋時の細胞内カルシウム

レベルをフローサイトメトリーにて解析した。これらの解析により、CD22とその糖鎖リガンドが免疫不全B細胞の機能回復に寄与している

ことが明らかとなった。

令和3年 4月1日　〜　令和4年 4月31日

R3-E33

免疫不全B細胞が関与する疾患の新規治療法の開発や創薬につながると期待できる。
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